The Style Called \u27San yan\u27 「三言」 by 井上 一之
（
序
）
梁
の
昭
明
太
子
蕭
統
の
撰
に
か
か
る
「
文
序
」
は
、
現
存
最
古
の
總
集
『
文
』
の
集
方
針
を
明
し
た
も
の
と
し
て
、
わ
が
國
に
お
い
て
も
よ
く
知
ら
れ
る
。
ま
た
作
蕭
統
自
身
の
文
學

い
わ
ゆ
る
・文
學

	論
・
を
窺
い
う
る

料
と
し
て
、
に
文
學
批
史
の
領
域
で
究
の
目
を
集
め
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
序
文
は
、
『
文
』
究
、
蕭
統
究
に
と
っ
て
重
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
中
國
中
世
の
樣
式
究
に
お
い
て
も
重

な
價
値
を
も
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
文
學
が
發
展

	す
る
體
例
と
し
て
、
こ
こ
に
は
賦
、
詩
以
下
、
三
十
七
種
（
１
）の
文
體
の
名
が
言

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
梁
代
中
期
の
文
體
分
の
實
態
を
少
な
か
ら
ず
反
映
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の

究
史
に
お
い
て
は
、
こ
の
點
に
關
し
て
必
ず
し
も
十
分
な
檢
討
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
い
く
つ
か
の
文
體
に
つ
い
て
は
今
な
お
實
體
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
（
２
）。
本
小
論
で
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
、
「
三
言
」
と
い
う
文
體
を
考
察
の
對
象
と
し
、
こ
れ
が
結
局
ど
の
よ
う
な
樣
式
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
一
つ
の
假
を
提
示
し
て
み
た
い
と
思
う
。
こ
こ
に
は
「
文
序
」
の
解
釋
元
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
六
文
學
究
に
と
っ
て
も
興
味
深
い
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
（
一
）
ま
ず
「
文
序
」
の
當
該
箇
を
に
示
し
て
お
こ
う
。
『
文
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
四
部
叢
刊
收
『
六
臣
註
文
』
を
用
い
る
。
詩
、
蓋
志
之
之
也
。
動
於
中
、
而
形
於
言
。
關
雎
・
趾
、
「
三
言
」
と
い
う
名
の
樣
式
（
井
上
）
1
「
三
言
」
と
い
う
名
の
樣
式
井
上
一
之
正
始
之

、
桑
・
濮
上
、
國
之
表
。
故
風
之
、
粲
然
可
。
自
炎
	中

、
厥
塗
漸
。
傅
有
在
鄒
之
作
、
將
河
梁
之
篇
、
四
言
・
五
言
、
以
別
矣
。
又
少
則
三 、
字 、
、
多
則
九
言
。
各
體
互
興
、
分
竝
驅
。
頌
、
以
游
揚
業
、
襃
讃
功
。
吉
甫
有
穆

之
談
、
季
子
有
至
矣
之
。
舒
布
爲
詩
、
言
如
彼
、
總
爲
頌
、
又
亦
此
。
則
箴
興
於
補
闕
、
戒
出
於
弼
匡
。
論
則
析
理

、
銘
則
序
事
潤
。
美
則
誄
發
、
圖
像
則
讃
興
。
又
詔
・
誥
・
・
令
之
流
、
表
・
奏
・
牋
・
記
之
列
、
書
・
誓
・
符
・
檄
之
品
、
弔
・
祭
・
悲
・
哀
之
作
、
答
客
・
指
事
之
制
、
三 、
言 、
・
八
字
之
文
、
篇
・
辭
・
引
・
序
、
・
碣
・
誌
・
、
衆
制
鋒
、
源
流
出
。
詩
は
、
蓋
し
志
の
之
く
な
り
。
 中
に
動
き
て
、
言
に
形
る
。
關 か
ん雎 し
よ・
!
り
ん趾 し
に
は
、
正
始
の

れ
、
桑
・
濮 ぼ
く上 じ
ょ
うに
は
、
國
の
表
る
。
故
に
風
の
、
粲
然
と
し
て
る
べ
し
。
炎
	の
中

よ
り
、
厥 そ
の
塗 み
ち漸
く
な
り
。
き
し
傅 ふ
に
在
鄒
ざ
い
す
うの
作
有
り
、

く
だり
し
將
は
河
梁
の
篇
を
し
て
、
四
言
・
五
言
、
し
て
以
て
別
れ
た
り
。
又
少
な
き
は
則
ち
三
字
、
多
き
は
則
ち
九
言
。
各
體
互
い
に
興
り
、

く
つ
ば
みを
分
か
ち
て
竝
び
驅 は
す
。
頌
は
、
業
を
游
揚
し
、
功
を
襃
讃
す
る
以
な
り
。
吉
甫
に
穆 ぼ
く

じ
や
くの
談
有
り
、
季
子
に
至 し
矣 い
の
有
り
。
舒
べ
布 し
い
て
詩
と
爲
せ
ば
、
に
言 こ
れ
彼
が
如
く
、
總
し
て
頌
と
爲
せ
ば
、
又
た
亦
た
此
く
の
し
。

は
則
ち
箴 し
んは
闕
け
た
る
を
補
う
よ
り
興
り
、
戒
は
弼 た
すけ
匡 た
だす
よ
り
出
づ
。
論
は
則
ち
理
を
析
ち
て

、
銘
は
則
ち
事
を
序
し
て

潤
な
り
。
わ
り
を
美 ほ
む
る
に
は
則
ち
誄
發 お
こり
、
像
を
圖 え
がく
に
は
則
ち
讃
興
る
。
又
た
詔
・
誥 こ
う・
・
令
の
流
、
表
・
奏
・
牋 せ
ん・
記
の
列
、
書
・
誓
・
符
・
檄
の
品
、
弔
・
祭
・
悲
・
哀
の
作
、
答
客
・
指
事
の
制
、
三
言
・
八
字
の
文
、
篇
・
辭
・
引
・
序
、
・
碣 け
つ・
誌
・
、
衆
制
鋒
し
、
源
流

ま
まに
出
で
た
り
。
こ
こ
で
"意
を
#す
る
の
は
、
「
三
言
」
と
い
う
語
が
二
回
現
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
は
、
「
少
な
き
は
則
ち
三
字
」
の
「
三
言
（
字 ●
）」
。
「
字
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
駢
文
の
形
式
$
#
%か
ら
下
句
「
多
き
は
則
ち
九
言
○
」
と
の
重
複
を
&け
た
も
の
と
見
ら
れ
、
「
三
言
」
と
言
い
換
え
て
よ
い
。
も
う
一
つ
は
、
引
用
文
の
後
'に
見
え
る
「
三
言
・
八
字
の
文
」
の
「
三
言
」
で
あ
る
。
だ
が
す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
二
つ
の
「
三
言
」
は
同
じ
も
の
で
は
な
い
。
(
は
「
四
言
」
「
五
言
」
同
樣
、
詩
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
下
位
分
)（
形
式
）
で
あ
り
、
こ
こ
で
は

*い
な
く
、
・
三
言
詩
・
を
指
し
て
い
る
。
一
方
後
は
、
文
+か
ら
見
て
、
「
詩
」
と
は
な
る
ジ
ャ
ン
ル
に
屬
す
る
文
體
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
い
ま
問
題
と
な
る
の
は
後
、
す
な
わ
ち
・三
言
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
2
詩
・
で
は
な
い
「
三
言
」
で
あ
る
。
さ
て
、
代
の
『
文
』
釋
史
に
お
い
て
、
こ
の
句
は
ど
の
よ
う
に
解
釋
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
文
序
」
に
對
す
る
現
存
最
古
の
で
あ
る
五
臣
（
李
善
は
「
序
」
に
對
し
て
は
釋
を
加
え
て
い
な
い
（
３
））
は
、
正
文
「
答
客
・
指
事
之
制
、
三
言
・
八
字
之
文
」
の
後
に
、
の
よ
う
な
釋
を
加
え
て
い
る
、
濟
曰
、
答
客
、
東
方
朔
答
客
。
指
事
、
解
嘲
之
。
三 、
言 、
、
謂 、

、
武 、
	
、
秋 、
風 、
辭 、
。
八
字
、
謂
魏
文
	樂
府
詩
。
こ
こ
で
呂

濟
は
、
「
答
客
」
以
下
、
四
種
の
文
體
に
つ
い
て
、
そ
の
特
や
語
源
を
解
す
る
代
わ
り
に
、
體
な
作
例
を
げ
て
い
る
。
「
答
客
」
は
、
の
東
方
朔
「
答
客
」
、
「
指
事
」
は
、
の
揚
雄
「
解
嘲
」
、
そ
し
て
「
三
言
」
は
、
の
武
	「
秋
風
辭
」
の
を
指
す
と
。
だ
が
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は
ま
こ
と
に
不
思
議
な

で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
「
秋
風
辭
」
は
『
文
』
本
體
に
お
い
て
卷
四
十
五
（
五
臣
本
は
、
卷
二
十
三
）「
辭
」
に
收
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
代
の
『
文
』
三
十
卷
本
の
文
體
目
お
よ
び
收
作
品
が
現
行
の
『
文
』
り
で
あ
る
と
す
る
な
ら
（
４
）、
本
書
の
釋
と
し
て
「
三
言
」
の
作
例
に
は
別
の
作
品
を
引
用
す
る
の
が
切
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
「
答
客
」
や
「
指
事
」
の
よ
う
に
、
「
序
」
に
あ
っ
て
本
體
に
見
え
な
い
文
體
の
場
合
は
、
便
宜
な
措
置
と
し
て
文
體
歸

を
移
動
す
る
（
「
答
客
」
と
「
解
嘲
」
は
と
も
に
、
卷
四
十
五
「
設
論
」
に
收
め
ら
れ
て
い
る
）
こ
と
が
有
り
得
な
く
も
な
い
。
だ
が
「
辭
」
に
つ
い
て
は
、
「
序
」
の
後
文
に
明
記
さ
れ
て
い
る
（
５
）か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
別
の
文
體
に
移
動
さ
せ
る
必
も
な
い
わ
け
で
あ
る
（
ち
な
み
に
、
宋
明
州
刊
本
『
六
家
文
』
、
鮮
古
活
字
本
『
六
家
文
』
、
お
よ
び
南
宋
、
陳
八
刊
本
『
五
臣
文
』
で
も
、
こ
の
箇
に
文
字
の
同
は
見
ら
れ
ず
、
傳
寫
の
訛
と
い
う
可
能
性
も
低
い
よ
う
で
あ
る
）。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
う
し
た
不
可
解
さ
の
た
め
か
、
以
後
の
釋
た
ち
は
お
お
む
ね
こ
の
舊
に
對
し
て
、
否
定
、
ま
た
は
無
す
る
態
度
を
と
り
、
新
し
く
獨
自
の
を
立
て
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
だ
っ
た
も
の
を
げ
て
み
よ
う
。
第
一
は
、
三
言
＝
・隱
語
・
。
張
杓
は
『
戰
國
策
』
齊
卷
四
の
記
事
に
基
づ
い
て
、
の
よ
う
に
べ
る
、
『
戰
國
策
』
郭
君
將
薛
、
謂
 
無
爲
客
。
齊
人
有
!
曰
、
臣
!三 、
言 、
而
已
。
因
見
之
。
客
趨
曰
、
"大
魚
。
『
後

書
』
「
曹
娥
傳
」
引
『
會
稽
典
』
、
邯
鄲
淳
作
「
曹
娥
#」
、
操
筆
而
$、
無
點
定
。
其
後
蔡
%又
題
八
字
曰
、
&絹
幼
'外
「
三
言
」
と
い
う
名
の
樣
式
（
井
上
）
3
孫
韲
臼
。
三
言
・
八
字
、
皆
指 、
隱 、
語 、
。
『
書
』
文
志
、
隱
書
十
八
篇
。
（
・
阮
元
『
學
堂
集
初
集
』
卷
七
、
張
杓
「
梁
昭
明
太
子
文
序
」）
第
二
は
、
・
離
合
詩
（
６
）・
と
見
な
す
	。
駱
鴻
凱
は
『
古

書
』
（
明
の
孫

）
の
引
用
に
基
づ
い
て
の
よ
う
に
言
う
（
７
）、
「
三
言
八
字
」
、
疑
『
文
章

』
謂
離 、
合 、
體 、
也 、
。
『
古


書
』
引
『
孝
經


』
曰
、
寶
文
出
、
劉
季
握
。
卯
金
刀
、
在
軫
北
。
字
禾
子
、
天
下
。
是
三
言
之
文
也
。
（
駱
鴻
凱
『
文
學
』「
義
例
」）
第
三
は
、
・
三
言
詩
・
と
見
る
	で
あ
る
。
何
は
「
三
字
」
と
「
三
言
」
を
同
一
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
べ
る
、
曰
「
少
則
三
字
、
多
則
九
言
」、
本
摯
氏
詩
之
流
（
引
用

：
西
晉
の
摯
『
文
章
流
別
論
』
中
の
詩
に
關
す
る

	）
也
。
有
三
言
・
四
言
・
五
言
・
六
言
・
七
言
・
八
言
・
九
言
。
古
詩
以
四
字
爲
體
、
而
時
以
一
句
・
二
句
雜
在
四
言
之
。
後
世
演
之
、
以
爲
篇
也
。
後
復
云
「
三
言
八
字
之
文
」、
則
元
嘉
（
引
用

：
六
・
宋
の
文
 の
年
號
）
以
後
、
取
裁
顏
氏
（
引
用

：
宋
の
顏
!之
「
庭
誥
」
に
「
柏
梁
以
來
、
繼
作
非
一
、
纂
至
七
言
而
已
。
九
言
不
見
、
將
由
聲
度
闡
"、
不
協
金
石
」
と
あ
る
）
也
。
（
姚
範
『
鶉
堂
筆
記
』
卷
三
十
七
）
こ
れ
ら
の
#
	は
、
い
ち
お
う
論
據
を
明
示
し
て
い
る
も
の
の
、
に
わ
か
に
首
肯
し
が
た
い
點
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
第
一
の
・隱
語
・
	で
あ
る
が
、
『
戰
國
策
』
に
「
三
言
」
（
三
語
）
と
あ
る
の
を
た
だ
ち
に
「
文
序
」
に
結
び
付
け
る
の
は
、
や
は
り
牽
$付
會
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
場
合
の
「
三
言
」
は
文
體
名
で
は
な
い
。
の
・離
合
詩
・
	も
同
樣
で
あ
る
。「
寶
文
出
、
劉
季
握
。…
…
」
は
た
し
か
に
「
三
言
之
（
韻
）
文
」
で
は
あ
る
が
、
高
%瀛
『
文
李
義
疏
』
も
指
摘
す
る
よ
う
に
（
８
）、
蕭
統
が
&書
（
『
孝
經


』
）
中
の
「
三
言
」
に
言
'し
た
と
す
る
の
は
、
無
理
で
は
な
い
と
し
て
も
不
自
然
さ
を
(れ
な
い
。
ち
な
み
に
、『
四
庫
)書
總
目
（
９
）』
で
は
、『
孝
經


』
と
い
う
書
物
は
實
在
し
な
い
、
と
言
う
。
一
方
、
上
記
二
	に
對
し
て
、
『
文
章
流
別
志
論
』
に
基
づ
く
第
三
	は
、
「
文
序
」
に
先
行
す
る
、
文
體
分
*の
名
+を
踏
ま
え
る
だ
け
に
、
も
っ
と
も
穩
當
な
見
解
と
,す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
文
李
義
疏
』
、
張
-
.・
徐
/等
『
文

)譯
』
（
貴
州
人
民
出
版
0、
一
九
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
4
九
四
年
）
等
、
今
日
こ
の
に
從
う
も
の
が
多
い
の
も
も
っ
と
も
で
あ
る
。
し
か
し
、
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
「
文
序
」
の
な
か
で
「
三
言
・
八
字
之
文
」
は
、
詩
の

と
は
別
に
、
頌
、
箴
、
戒
、
論
、
銘
な
ど
の
文
と
と
も
に
列
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
素
直
に
讀
め
ば
、
・
三
言
詩
・
を
指
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
か
り
に
蕭
統
が
、
詩
の
項
で
言
し
た
「
三
字
・
九
言
」
を
後
文
で
再
度
取
り
上
げ
た
と
す
る
な
ら
、
な
ぜ
「
三
言
九 、
字
之
文
」
で
は
な
く
、
「
三
言
八 、
字
之
文
」
な
の
か
。
こ
の
點
に
つ
い
て
何
は
、
「
九
言
詩
は
見
え
な
い
」
と
い
う
顏
之
の
を
引
し
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
さ
き
に
「
多
則
九
言
」
と
あ
る
の
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
た
が
っ
て
、「
三
字
・
九
言
」
と
、「
三
言
・
八
字
」
は
そ
れ
ぞ
れ
	な
る
文
體
と
見
る
の
が

當
だ
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
結
局
、
「
三
言
・
八
字
之
文
」
の
「
三
言
」
に
つ
い
て
は
、
未
だ
得
の
い
く
明
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
五
臣
の

に
し
て
も
そ
の
否
を
斷
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
の
が
現
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
關
し
て
考
察
の
手
が
か
り
が
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
『
文
章
流
別
志
論
』
の
よ
う
な
文
學
論
の
作
か
ら
で
は
な
く
、
そ
の
實
作
品
か
ら
歸
し
て
ゆ
く
方
法
で
あ
る
。
一
般
に
中
國
古
典
文
學
に
お
い
て
は
、
屬
文
體
は
作
品
の
篇
題
に
反
映
さ
れ
る
傾
向
が
め
ら
れ
る
。
「
登
樓
賦
」
、
「
出
師
表
」
、
「
酒

頌
」
の
よ
う
に
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
三
言
」
も
ま
た
作
品
の
篇
題
に
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
示
唆
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
事
實
、
現
存
す
る
六
時
代
の
文
章
の
な
か
に
、
「
三
言
」
と
題
す
る
作
品
が
わ
ず
か
に
一
篇
確
で
き
る
。
梁
の
江
淹
「
雜
三
言
（
10）」
が
そ
れ
で
あ
る
。
に
こ
の
作
品
を
手
が
か
り
と
し
て
、
「
三
言
」
と
い
う
樣
式
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
（
二
）
「
雜
三
言
五
首
」
は
、
『
梁
江
文
文
集
』
（
四
部
叢
刊
影
印
明
宋
刊
本
）
卷
十
に
收
め
ら
れ
る
。
頭
に
は
以
下
の
よ
う
な
自
序
が
付
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
從
え
ば
、
作
江
淹
が
君
劉
景
素
の
怒
り
に
觸
れ
、
興
令
に
左
さ
れ
て
後
、
三
年
め
（
京
師
に
る
以
）
に
作
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
宋
の
元
徽
四
年
（
四
七
六
）、
作
三
十
三
 の
と
き
の
作
で
あ
る
。
予
上
國
不
才
、
黜
爲
中
山
長
史
（
四
部
備
!本
『
江
文
集
』
作
"山
長
吏
）、
待
罪
（
三
）
載
、
究
識
#霞
之
。
$對
%書
、
官
又
無
職
、
筆
&之
勢
、
聊
爲
後
文
。
「
三
言
」
と
い
う
名
の
樣
式
（
井
上
）
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こ
こ
で
ま
ず
確
し
て
お
き
た
い
の
は
、
「
雜
三
言
」
と
い
う
題
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の

が
「
雜
」
＋
「
三
言
」
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
問
題
は
「
雜
」
字
で
あ
る
が
、
こ
の
點
に
つ
い
て
は
斯
波
六

氏
の
意
見
が
參
考
に
な
ろ
う
（
11）。
斯
波
氏
は
從
來
論
の
多
い
「
雜
詩
」
の
定
義
に
關
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
く
、
「
幾
首
か
の
詩
を
と
り
ま
と
め
て
、
そ
れ
に
『
雜
詩
』
と
題
し
た
の
が
、
こ
の
名
の
お
こ
り
の
よ
う
で
あ
る
。
…
題
名
に
し
て
も
名
に
し
て
も
、
い
ろ
い
ろ
の
詩
を
と
り
集
め
る
と
い
う
意
味
は
共
	す
る
」
と
。
こ
の
見
解
は
「
寄
せ
集
め
・
混
合
」
と
い
う
、
「
雜
」
字
の
基
本
義
と
も
一

し
、
今
日
も
っ
と
も
有
力
な
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
「
雜
」
が
集
用
語
で
あ
る
思
想
を
も
た
な
い
な
ら
、
必
ず
し
も
詩
に
限
る
も
の
で
は
な
く
、
他
の
文
體
に
も
用
さ
れ
た
、
と
考
え
る
の
も
け
っ
し
て
無
理
で
は
あ
る
ま
い
。
た
と
え
ば
、「
雜
章
」
（
、
蔡
）、「
雜
箴
」
（
魏
、
王
）、
「
雜
奏
議
」
（
晉
、
李
重
）
と
い
っ
た
作
品
は
、
代
の
書
に
斷
片
が
引
用
さ
れ
る
だ
け
で
體
像
が
見
え
な
い
も
の
の
、
「
雜
詩
」
と
同
じ
く
、
文
體
名
に
「
雜
」
字
を
冠
す
る
點
が
共
	し
て
お
り
、
本
來
、
そ
こ
に
複
數
の
作
品
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
と
す
る
と
、
「
雜
三
言
」
の
場
合
も
同
樣
に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
「
雜
三
言
」
と
は
「
も
ろ
も
ろ
の
『
三
言
』
を
と
り
集
め
た
も
の
」
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
る
。
事
實
、
こ
の
作
品
は
「
搆
象
臺
」「
訪
經
」「
鏡
論
語
」「
曲
池
」「
愛
山
」
と
い
う
五
篇
か
ら
な
り
、「
雜
三
言
」
は
そ
の
總
題
で
あ
る
。
で
は
江
淹
の
言
う
「
三
言
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
文
體
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
一
例
と
し
て
「
愛
山
」
を
見
て
み
よ
う
。
伯
鸞
兮
已

○
、
名
山
兮
不

○
。
紺
之
可
結
、
朱
之
未

○
。
緤
余
馬
於
椒
阿
、
漾
余
舟
於
沙
衍
×
。
臨
星
朏
兮
樹
闇
、
看
日
爍
兮
霞
淺
×
。
淺
霞
兮
駮
雲 △
、
一
合
兮
一
分 △
。
映
壑
兮
爲
、
綴
澗
兮
文 △
。
碧
色
兮
婉
轉
、
丹
秀
兮


△
。
深
森
寂
以
窈
窈
、
上
 
!之
"群 △
。
群
 兮
聒
山 ●
、
大
林
兮
蔽
天 ●
。
楓
岫
兮
#嶺
、
$
%兮
&田 ●
。
紫
浦
兮
光
水
、
紅
'兮
(泉 ●
。
香
枝
兮
嫩
)
◎
、
翡
累
兮
*疊 ◎
。
非
郢
路
之
+
、
寔
寸
憂
之
相
接 ◎
。
欷
美
人
於
心
底
、
願
山
與
川
之
可
,
◎
。
-溘
死
於
汀
潭
、
哀
時
命
而
自
.
◎
。
（
○
阮
韻
、
×
/韻
、
△
文
韻
、
●
山
先
仙
韻
	押
、
◎
)
0韻
。
1
2謨
『
魏
晉
南
北
3韻
部
之
演
變
』
に
よ
る
。
以
下
、
同
じ
）
伯
鸞
已
に
く
、
名
山
ら
ず
。
紺
の
結
ぶ
べ
き
に

お
よび
、
朱
の
未
だ

く
れ
ざ
る
に
び
、
余
が
馬
を
椒
阿
に
緤 つ
なぎ
、
余
が
舟
を
沙
さ
衍 え
ん
に
漾 た
だ
よは
す
。
星
朏 うす
ぐ
らく
樹
闇
き
に
臨
み
、
日
の
爍 か
が
やき
霞
の
淺
き
を
看
る
。
淺
き
霞
と
駮 ま
だ
らな
雲
は
、
一
た
び
合
し
一
た
び
分
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
6
か
る
。
壑
に
映
じ
て
と
爲
り
、
澗
に
綴 つ
らな
り
文
と
る
。
碧
色
は
婉 え
ん轉 て
んと
し
て
、
丹
秀
は


ふ
ん
う
んた
り
。
深
き
森
は
寂
と
し
て
以
て
窈
窈
た
り
、

の
群
が
る
に
上
る
。
群
は
山
に
聒 かま
び
すし
く
、
大
林
は
天
を
蔽
ふ
。
楓
の
岫
と
	の
嶺
、

の

は
た
けと
の
田
。
紫
の
浦
と
光
る
水
、
紅
き
と

な
ま
め
かし
き
泉
。
香
る
枝
と
嫩 わ
かき
、
翡
は
累 か
さな
り
は
疊
な
る
。
郢 え
い路 ろ
の

な
る
に
非
ざ
れ
ど
も
、
寔
に
寸
憂
相
ひ
接
す
。
美
人
を
心
底
に
欷 な
げき
、
山
と
川
と
の
る
べ
き
こ
と
を
願
ふ
。
し
汀
潭
に
溘 こ
う死 し
す
れ
ば
、
時
命
を
哀
し
ん
で
自
ら

か
なふ
。
こ
の
作
品
は
、
い
わ
ゆ
る
・士
の
不
・
を
テ
ー
マ
と
す
る
も
の
で
、
隱
遁
生
活
へ
の
憧
憬
と
會
復
歸
へ
の
希
と
の
で
搖
れ
動
く
語
り
手
の
心
理
が
、
一
人
稱
點
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
一
篇
の
大
を
敍
景
句
が
占
め
る
が
、
作
品
の
焦
點
は
自
然
景
物
の
美
よ
り
も
、
む
し
ろ
悲
哀
の
を
べ
る
最
六
句
に
あ
り
、
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
點
か
ら
見
て
、
楚
辭
（
こ
の
場
合
は
、
「
九
章
・
哀
郢
」
と
の
結
び
つ
き
が
つ
よ
い
）
の
系
譜
に
つ
ら
な
る
抒

小
品
と
 し
て
よ
い
。
一
方
、
形
式
の
面
か
ら
見
る
と
、
偶
數
句
末
お
よ
び
換
韻
部
分
の
奇
數
句
末
に
押
韻
す
る
有
韻
の
文
で
あ
る
こ
と
、
句
中
に
「
兮
」
字
を
置
く
○
○
兮
○
○
と
い
う
「
九
歌
」
の
句
式
を
多
く
!用
し
て
い
る
こ
と
、
同
時
に
六
言
句
も
交
え
る
雜
言
リ
ズ
ム
で
あ
る
こ
と
等
の
こ
う
し
た
形
態
特
"は
む
ろ
ん
、
本
作
品
に
の
み
見
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
ほ
か
の
四
篇
に
も
、
濃
淡
・
#
$の
差
を
と
も
な
い
な
が
ら
、
共
%し
て
い
る
こ
と
は
留
意
さ
れ
よ
う
。
そ
の
共
%項
と
は
、
①
短
&の
韻
文
で
あ
る
②
一
人
稱
點
に
よ
る
抒
を
'と
す
る
③
舊
體
六
言
句
と
「
九
歌
」
の
句
式
を
(用
す
る
の
三
點
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
作
)江
淹
が
特
定
の
樣
式
枠
組
み
の
な
か
で
創
作
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
三
言
」
と
い
う
題
を
も
ち
、「
詩
」
と
も
「
賦
」
と
も
*定
の
つ
き
か
ね
る
※
（
換
言
す
れ
ば
、
正
統
な
「
詩
」
で
も
「
賦
」
で
も
な
い
）
文
體
こ
の
二
點
は
、
た
し
か
に
「
文
+序
」
の
記
に
符
號
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
作
品
が
蕭
統
の
言
う
「
三
言
」
で
あ
る
「
三
言
」
と
い
う
名
の
樣
式
（
井
上
）
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,點
が
指
摘
で
き
る
。
な
か
で
も
-目
に
値
す
る
の
は
六
言
句
で
あ
ろ
う
。
第
３
句
～
６
句
、
15・
16句
、
お
よ
び
篇
末
の
六
句
に
、
○
×
○
○
之
（
於
、
而
）
×
○
○
と
い
う
、
舊
體
六
言
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
リ
ズ
ム
（
四
拍
）・
句
式
は
、
六
.時
代
の
辭
賦
作
品
に
特
有
な
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
賦
と
の
關
/性
を
た
ぶ
ん
に
示
唆
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と
も
、
・
隱
語
・
や
・
離
合
詩
・
よ
り
は
、
「
深
い
容
を
有
す
る
美
文
」
を

し
た
と
さ
れ
る
『
文
』
の
序
文
に
ふ
さ
わ
し
い
樣
式
だ
と
言
え
よ
う
。
＊
實
際
、
こ
れ
ま
で
の
總
集
、
別
集
に
お
い
て
「
雜
三
言
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
體
・
ジ
ャ
ン
ル
に
歸
屬
さ
せ
ら
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
欽
立
『
先
秦
魏
晉
南
北
詩
』
「
梁
詩
」
卷
四
、
兪
紹
初
・
張
亞
新
『
江
淹
集
校
』
（
中
州
古
	出
版

、
一
九
九
四
年
）
で
は
「
詩
」
と
し
て
收
し
、
四
部
備
要
『
江
文
通
集
』、『
江
醴
陵
集
』
（『
魏
六
百
三
名
家
集
』
收
）
で
は
「
騷
」
に
分
し
、
明
の
胡
之
驥
『
江
文
彙
註
』
で
は
、
「
賦
」
、
「
騷
」
と
は
別
に
、
「
雜
篇
」
の
目
の
も
と
に
置
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
假
に
は
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
三
言
」
と
題
す
る
作
品
が
こ
の
他
に
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
べ
た
と
お
り
、
蕭
統
は
梁
代
當
時
に
存
在
し
て
い
た
數
多
く
の
文
體
（
梁
の
任

「
文
章

序
」
に
よ
れ
ば
、
當
時
、
少
な
く
と
も
84種
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
）
の
な
か
か
ら
、
37體
を
特
記
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
あ
ま
り
作
ら
れ
な
か
っ
た
と
は
ほ
と
ん
ど
考
え
に
く
い
。
ま
た
梁
代
に
少
な
か
ら
ず
作
ら
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
六
後
期
の
文
作
品
を
好
ん
で
引
用
す
る
『
文
聚
』
等
の
書
に
當
然
見
え
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
で
は
な
ぜ
「
三
言
」
と
題
す
る
作
品
が
な
い
の
か
。
「
雜
三
言
」
は
「
三
言
」
樣
式
と
無
關
係
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
は
、
や
は
り
「
雜
三
言
」
で
あ
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
こ
の
作
品
五
首
す
べ
て
の
な
か
に
三
字
句
は
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
。
た
だ
ひ
と
つ
確
で
き
る
の
は
、
「
愛
山
」
と
い
う
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ほ
か
の
四
篇
も
「
搆
象
臺
」
「
訪
經
」
「
鏡
論
語
」
「
曲
池
」
と
、
同
じ
く
三
字
で
あ
る
こ
と
は
留
意
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
從
來
、
「
三
言
」
と
い
う
名
稱
か
ら
の
推
に
よ
り
、
一
句
が
三
字
か
ら
な
る
文
體
が
想
定
さ
れ
て
き
た
が
、
じ
つ
の
と
こ
ろ
「
三
言
」
と
は
、
句 、
の
字
數
で
は
な
く
、
題 、
の
字
數
を
指
す
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
三
言
」
と
題
す
る
作
品
が
見
え
な
い
の
も
不
思
議
で
は
な
く
な
る
。
「
雜
三
言
」
の
場
合
は
、
五
首
の
作
で
あ
る
た
め
、
總
題
と
し
て
「
三
言
」
と
い
う
文
體
名
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
單
獨
の
作
品
で
は
三
字
の
篇
題
そ
の
も
の
が
文
體
を
示
す
以
上
、
と
く
に
「
三
言
」
と
題
す
る
必
が
な
い
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
三
字
の
篇
題
を
も
ち
、
「
詩
」
と
も
「
賦
」
と
も
題
す
る
こ
と
が
な
い
作
品
を
査
し
て
み
る
と
、
隋
代
の
書
の
な
か
に
い
く
つ
か
保
存
收
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
で
き
る
。
晉
の
侯
湛
「
秋
可
哀
」
、
同
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
8
「
春
可
樂
」、
同
「
秋
夕
哀
」、
晉
の
王
「
春
可
樂
」、
晉
の
蘇
「
秋
夜
長
」
、
晉
の
何
瑾
「
悲
秋
夜
」
、
晉
（
？
）
の
謝
「
秋
夜
長
」
、
宋
の
謝
晦
「
悲
人
」
な
ど
で
あ
る
（
）12。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
嚴
可
均
『
上
古
三
代
秦
三
國
六
文
』
に
・
文
・
と
し
て
收
	さ
れ
る
と
同
時
に
、

欽
立
『
先
秦
魏
晉
南
北
詩
』
に
は
・詩
・
と
し
て
收
	さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
に
必
な
の
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
江
淹
の
「
雜
三
言
」
と
樣
式
共
性
を
も
つ
か
ど
う
か
を
確
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
、
も
っ
と
も
早
い
時
期
の
作
例
と
目
さ
れ
る
西
晉
初
期
、
侯
湛
（
13）の
「
秋
可
哀
」
を
分
析
・
檢
證
し
て
み
た
い
。
（
三
）
侯
湛
（
二
四
三
～
二
九
一
）
の
「
秋
可
哀
」
は
、
『
文
聚
』
卷
三
、
時
部
・
秋
に
收
載
さ
れ
る
。
二
十
六
句
で
あ
る
が
、
『
太

御
覽
』
卷
五
六
に
別
の
四
句
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
お
そ
ら
く
斷
篇
で
あ
ろ
う
。
侯
湛
の
文
集
は
、
『
隋
書
』
經
志
に
「
晉
散
騎
常
侍
侯
湛
集
十
卷
、
梁
有
	一
卷
」
と
い
い
、『
舊
書
』
經
志
・
『
新
書
』
文
志
と
も
に
「
侯
湛
集
十
卷
」
と
し
て

	す
る
が
、
宋
代
に
は
散
佚
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
、
明
人
の
手
に
な
る
輯
本
『
侯
常
侍
集
』
一
卷
が
存
在
す
る
。
斷
篇
と
い
う
こ
と
で
序
も
見
え
ず
、
制
作
時
期
、
制
作
況
等
に
つ
い
て
は
、
一
切
分
か
ら
な
い
。
な
お
本
作
品
は
、
わ
が
安
の
人
々
の
で
愛
讀
さ
れ
た
ら
し
く
、
い
く
つ
か
の
倣
作
品
が
現
存
す
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
わ
が
國
の
文
學
に
も
影
を
與
え
た
作
品
と
せ
よ
う
。
秋
可
哀
兮
、
哀
秋
日
之
蕭
條 ○
。
火
迴
景
以
西
流
、
天

而
氣
高 ○
。
壤
含
素
霜
、
山
結
玄
霄 ○
。

 路
以
!夜
、
日
"行
以
收
暉 ×
。
屏
#紘
於
笥
匣
、
$綸
縞
以
授
衣 ×
。
秋
可
哀
兮
、
哀
新
物
之
陳
蕪 △
。
綢
篠
朔
以
斂
稀
、
密
%
&以
隕
疎 △
。
雁
擢
'於
太
、
燕
蟠
形
乎
榛
墟 △
。
秋
可
哀
兮
、
哀
良
夜
之
遙
長 ◎
。
翳
翳
以
隱
雲
、
時
籠
籠
以
投
光 ◎
（
『
初
學
記
』
卷
三
作
星
朧
朧
而
(光
）。
映
)軒
之
疎
幌
、
*後
帷
之
閑
+
◎
。
拊
輕
衾
而
不
寐
、
臨
,檻
而
-裳 ◎
。
感
時
邁
以
興
思
、
.愴
愴
以
含
傷 ◎
。
（『
文
聚
』
卷
三
、
時
上
・
秋
）
（
○
蕭
霄
豪
韻
押
、
×
/韻
、
△
0魚
韻
押
、
◎
陽
韻
）
秋
は
哀
し
む
べ
し
、
秋
日
の
蕭
條
た
る
を
哀
し
む
。
火
は
景
を
迴
ら
し
て
以
て
西
に
流
れ
、
天
は
に
く
し
て
氣
高
し
。
壤 つ
ちは
素
霜
を
含
み
、
山
は
玄
霄
を
結
ぶ
。
は
路
を
 し
て
以
て
夜
を
!し
、
日
は
行
を
"し
て
以
て
暉 ひ
か
りを
收
む
。
#
ち
紘 げ
きを
笥 し
匣 こ
うに
屏
け
、
綸 り
ん縞 こ
うを
$れ
て
以
て
衣
を
授
く
。
秋
は
哀
し
む
べ
し
、
新
物
の
陳
「
三
言
」
と
い
う
名
の
樣
式
（
井
上
）
9
蕪
を
哀
し
む
。
綢 ちゆ
う篠 し
よ
うは
朔
と
し
て
以
て
斂 れ
ん稀 き
し
、
密
は

さ
くと
し
て
以
て
隕
疎
す
。
雁
は
を
太
に
擢 ぬき
んで
、
燕
は
形
を
榛
墟
に
蟠 ふ
す
。
秋
は
哀
し
む
べ
し
、
良
夜
の
遙
長
た
る
を
哀
し
む
。
は
翳
翳
と
し
て
以
て
雲
に
隱
れ
、
時
に
籠
籠
と
し
て
以
て
光
を
投
ず
（
星
は
朧
朧
と
し
て
光
を
す
）。
軒
の
疎 そ
幌 こ
う
に
映
じ
、
後
帷
の
閑
	を


て
ら
す
。
輕
衾
を
拊
し
て
寐
ね
ず
、
檻
に
臨
み
て
裳
を

か
か
ぐ
。
時
の
邁 ゆ
く
に
感
じ
て
以
て
思
ひ
を
興
し
、
は
愴
愴
と
し
て
以
て
傷
を
含
む
。
こ
の
作
品
は
、
篇
題
が
示
す
と
お
り
、
「
悲
秋
の
心
」
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
も
の
で
、
秋
の
氣
候
、
景
物
、
夜
長
な
ど
に
よ
っ
て
沸
き

こ
る
悲
哀
の
が
一
人
稱
點
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
詠
物

と
い
う
よ
り
、
抒


素
の
ほ
う
が
つ
よ
い
作
品
で
あ
る
。
文
學
史
に
は
、
「
九
辯
」
（
傳
、
宋
玉
作
）
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
悲
秋
文
學
の
系
譜
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
た
だ
ト
ー
ン
（
作
）
に
お
い
て
兩
は
や
や
な
る
。
「
九
辯
」
は
語
り
手
自
身
の
不
・
孤
獨
に
發
す
る
深
刻
な
悲
慷
が
基
を
な
す
の
に
對
し
て
、
こ
の
作
品
は
「
悲
秋
」
を
樂
し
む
、
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、
「
九
辯
」
に
見
え
る
よ
う
な
激
し
い
り
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
淺
野
有
「
東
晉
李

『
悲
四
時
賦
』
考
」
で
は
、
本
作
品
を
「
宮

戲
文
學
系
統
の
念
悲
秋
作
品
」
と
す
る
が
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
創
作
・
享
受
の
場
と
關
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
（
14）。
し
か
し
一
方
、
「
兮
」
字
を
用
い
る
點
に
お
い
て
、
こ
れ
は
騷
體
賦
と
も
言
え
る
。
た
だ
し
、
純
粹
な
騷
體
賦
で
も
な
い
。
奇
數
句
末
に
「
兮
」
字
を
置
く
、
○
○
○
○
○
○
兮
、
○
○
○
○
○
○
の
「
離
騷
」
の
句
式
に
せ
よ
、
ま
た
句
中
に
置
く
、
○
○
○
兮
○
○
、
○
○
○
兮
○
○
の
「
九
歌
」
の
句
式
に
せ
よ
、
ま
と
ま
っ
た
句
數
の
な
か
（
お
お
む
ね
篇
を
し
て
）
で
規
則
に
用
い
ら
れ
る
の
が
例
で
、
本
作
品
の
よ
う
に
散
發
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
稀
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
重
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
、
「
傍
句
」
（
散
文
接
續
詞
）
が
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
（
こ
の
點
は
な
に
ぶ
ん
斷
篇
で
あ
る
だ
け
に
斷
定
で
き
な
い
が
、
題
の
「
春
可
樂
」
、
「
秋
夕
哀
」
と
も
に
傍
句
が
見
え
な
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
10
一
方
、
形
式
側
面
に
つ
い
て
見
て
も
、
こ
の
作
品
は
か
な
り
特

で
あ
る
。
ま
ず
偶
數
句
末
に
韻
を
踏
む
（
 中
三
度
、
換
韻
）
!句
押
韻
の
文
で
あ
る
こ
と
は
問
題
な
く
了
解
さ
れ
よ
う
。
"に
句
式
に
つ
い
て
は
、
○
×
○
○
之
（
以
・
而
・
於
・
乎
）
×
○
○
、
の
舊
體
六
言
句
が
中
心
と
な
り
、
そ
れ
に
○
○
○
○
の
四
言
句
を
#用
し
て
い
る
。
こ
の
點
だ
け
か
ら
$斷
す
れ
ば
、
本
作
品
は
典
型
な
六
%駢
體
賦
と
見
な
し
て
よ
い
。
『
&文
聚
』
が
賦
作
品
と
し
て
收
載
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
點
を
裏
書
す
る
で
あ
ろ
う
。
い
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
も
と
も
と
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
）。
知
の
よ
う
に
、
賦
は
そ
も
そ
も
韻
文
と
散
文
の
中

性
格
を
え
る
文
樣
式
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
代
の
辭
賦
作
品
は
お
お
む
ね
散
文
性
の
つ
よ
い
接
續
詞
を
多
用
し
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
六

時
代
の
賦
に
も
基
本
に
繼
承
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
	侯
湛
の
現
存
す
る
賦
作
品
25篇
中
、
斷
篇
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
じ
つ
に
12篇
に
「
爾
乃
」、「
是
以
」
等
の
傍
句
が
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
傍
句
を
用
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
賦
の
散
文
性
を
排
除
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
韻
文
の


ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
詩
に
接
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
『
文
聚
』
が
「
賦
」
と
見
な
す
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
欽
立
『
先
秦
魏
晉
南
北
詩
』
が
「
詩
」
と
し
て
收
し
、
ま
た
陸
侃
如
『
中
古
文
學
年
』
（
人
民
文
學
出
版
、
一
九
九
八
年
）
も
「
文
で
は
な
く
、
詩
だ
」
と

張
し
て
い
る
の
は
、
た
ん
に
「
～
賦
」
と
題
さ
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
秋
可
哀
」
と
い
う
作
品
は
正
統
な
賦
で
は
な
い
。
い
わ
ば
賦
の
變
種
と
見
な
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
留
意
し
た
い
の
は
、
こ
こ
に
見
え
る
特
が
、
江
淹
「
雜
三
言
」
收
の
五
作
品
に
も
共
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
一
人
稱
點
に
よ
る
抒
を

と
す
る
こ
と
。
第
二
に
、
偶
數
句
末
に
押
韻
す
る
有
韻
の
文
で
あ
る
こ
と
。
第
三
に
、
舊
體
六
言
句
と
四
言
句
の
駢
體
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
「
兮
」
字
を
用
い
る
騷
體
を
用
す
る
こ
と
。
そ
し
て
第
四
に
、
と
も
に
傍
句
を
用
い
な
い
こ
と
の
點
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
二
作
品
は
、
代
の
總
集
ま
た
は
別
集
に
お
い
て
文
體
歸
が
不
安
定
で
あ
る
こ
と
も
共
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
見
る
と
、
「
雜
三
言
」
と
「
秋
可
哀
」
は
、
同
じ
樣
式
に
屬
す
る
作
品
と
考
え
て
ま
ず
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
て
こ
の
點
を
さ
ら
に
推
し
め
れ
ば
、
「
文
序
」
に
言
う
「
三
言
」
と
は
、
三
字
の
篇
題
を
も
つ
こ
の
二
作
品
の
系
列
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
三
言
」
樣
式
と
	侯
湛
と
の
結
び
つ
き
は
、
篇
題
の
點
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
別
の
點
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
點
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
こ
こ
で
目
さ
れ
る
の
は
、
『
文
』
五
臣
の

で
あ
る
。
「
文
序
」
の
「
三
言
・
八
字
之
文
」
に
對
し
て
、
呂
濟
が
「
三
言
、
謂
武
秋
風
辭
」
と
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
第
一
章
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
が
、
 文
の
「
又
少
則
三 、
字 、
」
に
對
し
て
は
、
!
の
よ
う
に
言
う
、
向
曰
、
文
始
、
三 、
字 、
"
、
	
、
侯 、
湛 、
、
九
言
出
高
貴
#公
…
。
「
三
言
」
と
い
う
名
の
樣
式
（
井
上
）
11
こ
こ
に
見
え
る
「
文
始
」
に
つ
い
て
は
、
梁
の
任
『
文
章
始
』
（『
文
章

』）
を
指
す
と
い
う
こ
と
で
大
方
の
意
見
は
一
し
て
い
る
。
事
實
、
現
行
の
『
文
章

註
』
（
『
學


』
	收
）
に
は
、
「
三
言
詩
、
晉
散
騎
常
侍

侯
湛
	作
」
と
あ
る
（
も
っ
と
も
、
任
の
原
本
は
隋
代
に
は
び
て
お
り
、
こ
の
記
が
實
際
に
任
自
身
の
筆
に
な
る
も
の
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
）。
そ
し
て
こ
の
は
さ
ら
に
、
中
の
白
居
易
『
白
氏
六
帖
』
（
『
白
孔
六
帖
』
卷
八
十
六
「
詩
」
）
に
も
見
え
、
さ
ら
に
ま
た
南
宋
の
嚴
『
滄
浪
詩
話
』「
詩
體
」
に
も
、「
三
言
於
晉


侯
湛
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
	
が
根
本
に
っ
て
い
る
こ
と
は
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
三
言
詩
は
西
晉
時
代
に
始
ま
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
源
に
つ
い
て
は

あ
る
が
、
遲
く
と
も
代
に
立
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。『
書
』「
禮
樂
志
」
に
は
、
高
の
愛
、
山
夫
人
の
作
と
傳
え
る
「
安
世
中
歌
」
（
う
ち
三
首
が
一
句
三
字
で
統
一
さ
れ
る
）
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
「
雜
歌
辭
系
の
童
・
歌
の
と
、
鼓
吹
曲
辭
・
郊
廟
歌
辭
系
の
宮
樂
府
の
を
中
心
」
（
松
浦
友
久
『
中
國
詩
歌
原
論
（
15）』
）
と
し
て
數
多
く
の
代
三
言
詩
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
呂
向
の
、
お
よ
び
『
文
章

』
は
、
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
家
の
非
を
浴
び
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
か
れ
ら
の
	
に
は
そ
も
そ
も
不
可
解
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
第
一
に
、
「
三
言
詩
が
西
晉
時
代
に
始
ま
る
」
わ
け
で
な
い
こ
と
を
任
以
下
、
四
人
が
知
ら
な
い
は
ず
が
な
い
（
16）。
た
と
え
ば
、
西
晉
の
摯
『
文
章
流
別
論
』
に
「
古
詩
の
三
言
は
、
『
振
振
た
る
鷺
、
鷺
于
に
飛
ぶ
』
（
引
用

：
『
詩
經
』
魯
頌
「
有
」
）
の
屬
、
是
な
り
。
の
郊
廟
歌
之
を
用
ふ
る
こ
と
多
し
」
と
あ
り
、
こ
の
記
か
ら
見
て
も
、
代
に
三
言
詩
が
多
作
さ
れ
た
こ
と
は
、
い
わ
ば
當
時
の
常
識
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
當
時
の
史
料
に
よ
る
限
り
、

侯
湛
が
三
言
詩
を
制
作
し
た
形
跡
は
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
確
で
き
な
い
。

侯
湛
の
詩
作
品
と
し
て
現
存
す
る
の
は
、
唯
一
「
 詩
」
一
首
（
斷
篇
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
四
言
詩
で
あ
る
。
ま
た
『
晉
書
』
で
は
、
本
傳
以
外
も
含
め
て
三
言
詩
と
の
關
!を
示
す
記
事
は
な
い
。
さ
ら
に
、
『
世
新
語
』
に
は
"三
條
に
湛
の
#話
を
記
し
て
い
る
が
、
言
$さ
れ
る
の
は
「
羊
秉
敍
」
と
「
 詩
」
の
二
作
品
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
は
、

侯
湛
が
さ
ほ
ど
三
言
詩
を
多
作
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
、
少
な
く
と
も
六
%當
時
、
三
言
詩
の
名
手
と
見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
か
れ
ら
（
少
な
く
と
も
呂
向
が
引
く
『
文
始
（
？
）』
の
&
）
の
言
う
「
三
言
詩
」
が
、
今
日
わ
れ
わ
れ
が
言
う
「
三
言
詩
」
（
＝
齊
言
三
言
古
詩
）
と
は
'な
る
、
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
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特
殊
な
「
三
言
詩
」
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
解
釋
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
三
言
詩
」
と
は
「
一
句
三
字
の
詩
」
で
は
な
く
、「
三
言
と
い
う
名
の
詩
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
き
に
論
證
し
た
よ
う
に
、
侯
湛
の
「
秋
可
哀
」
「
春
可
樂
」
「
秋
夕
哀
」
の
三
篇
が
、
「
三
言
」
の
現
存
最
古
の
作
例
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
み
れ
ば
、
こ
の
見
方
も
あ
な
が
ち
無
理
な
想
像
と
ば
か
り
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
（
17）。
少
な
く
と
も
、
文
字
り
「
一
句
三
字
の
詩
」
と
考
え
る
限
り
、
任

び
白
居
易
の

に
不
可
解
さ
が
殘
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
（
四
）
こ
こ
ま
で
の
考
察
に
も
し
り
が
な
い
と
す
れ
ば
、
	に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
中
國
文
學
史
に
お
け
る
「
三
言
」
の
位
置
づ
け
で
あ
ろ
う
。
樣
式
と
い
う
以
上
、
當
時
の
樣
式
體
系
の
な
か
で
、
そ
れ
な
り
の
存
在
價
値
と
表
現
機
能
を
も
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
で
は
、
「
三
言
」
の
意
義
・
機
能
と
は
何
な
の
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
三
言
」
の
み
な
ら
ず
、
ほ
か
の

樣
式
の
樣
態
を
共
時
に
考
察
し
た
う
え
で
、
總
合
に
斷
す
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
が
、
い
ま
は
ひ
と
ま
ず
、
殘
さ
れ
た
斷
篇
か
ら
筆
が
氣
づ
い
た
點
を
一
つ
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
歌
と
の
關
係
で
あ
る
。
さ
て

「
秋
可
哀
」
を
見
て
、
お
そ
ら
く
誰
も
が
ま
ず
感
じ
る
の
は
、
こ
の
作
品
に
反
復
繰
り
し
が
多
い
、
と
い
う
點
で
あ
ろ
う
。
秋 、
可 、
哀 、
兮 、
、
哀 、
秋
日
之
蕭
條
。
…
秋 、
可 、
哀 、
兮 、
、
哀 、
新
物
之
陳
蕪
。
…
秋 、
可 、
哀 、
兮 、
、
哀 、
良
夜
之
遙
長
。
…
の
部
分
が
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
二
種
の
反
復
の
複
合
形
式
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
「
秋
可
哀 、
兮
、
哀 、
秋
日
之
蕭
條
」
の
よ
う
に
、
上
句
中
の
語
「
哀
」
を
下
句
で
繰
り
す
形
式
。
も
う
一
つ
は
、
「
秋
可
哀
兮
、
…
秋
可
哀
兮
、
…
」
の
よ
う
に
、
あ
る
句
を
後
文
で
繰
り
す
形
式
。

は
、
二
つ
の
「
哀
」
の
に
「
兮
」
が
ま
れ
て
は
い
る
が
こ
れ
は
實
義
を
も
た
な
い
の
で
、
句
の
末
語
を
う
け
て
後
句
が
始
ま
る
、
蝉
聯
體
の
不
完
な
も
の
と
言
え
る
。
一
方
後

は
、
樂
の
形
式
に
な
ぞ
ら
え
て
、
こ
こ
で
は
續
唱
形
式
シ
ー
ク
エ
ン
ス
と
呼
ん
で
お
こ
う
（
18）。
本
文
中
に
は
、
こ
の
二
種
の
反
復
が
三
箇
し
か
現
れ
な
い
が
、
『
太
御
覽
』
に
「
秋
可
哀
兮
、
哀
南
畝
之

。

蕭
於
大
陸
兮
、
又
刈
乎
崇
岡
」
と
い
う
四
句
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

斷
す
る
と
、
原
文
に
は
そ
れ
以
上
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
ａ
ｂ
ｃ
兮
、
ｃ
。
…
ａ
ｂ
ｃ
兮
、
ｃ
」
と
い
う
反
復
形
式
は
、
題
の
「
春
可
樂
」
に
も
あ
っ
て
、
侯
湛
が
愛
用
し
た
形
式
と
言
え
そ
う
だ
が
、
か
れ
の
發
明
に
な
る
も
の
か
ど
う
か
は
今
日
、
「
三
言
」
と
い
う
名
の
樣
式
（
井
上
）
13
詳
ら
か
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
の
形
式
が
「
秋
可
哀
」
を
特
づ
け
る
重
な
素
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
動
か
し
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
事
實
、
後
世
の
倣
作
で
こ
の
反
復
形
式
を
襲
用
し
な
い
も
の
は
ま
れ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
侯
湛
よ
り
四
十
一
年
少
の
王
（
二
七
四
～
三
二
二
）
に
、
「
春
可
樂
」
と
い
う
同
題
の
作
が
斷
篇
な
が
ら
現
存
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
も
春
可
樂
兮
、
樂
孟
之
初
陽
。
…（『
	文

聚
』
卷
三
、
時
上
・
春
）
と
見
え
る
。
ま
た
わ
が
國
の
『
經
國
集
』
卷
一
、
賦

に
は
、
嵯
峨
天
皇
「
重
陽

泉
、
賦
秋
可
哀
」
お
よ
び
、
淳
和
天
皇
、
良
岑
安
世
、
仲
雄
王
、
菅
公
、
和
氣
眞
綱
、
中
科
善
雄
、
和
氣
仲
世
、
野
貞

の
應
制
の
作
が
九
篇
收
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
「
秋
可
哀
兮
、
哀
」
の
形
式
が
二
度
な
い
し
三
度
、
反
復
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
秋
可
哀
」
、
「
春
可
樂
」
二
作
の
享
受
史
に
お
い
て
、
こ
の
反
復
形
式
が
日
中
の
讀
た
ち
の
目
を
と
く
に
集
め
た
こ
と
を
物
語
る
と
同
時
に
、
倣
す
る
う
え
で
ど
う
し
て
も
省
け
な
い
重
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
と
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
こ
う
し
た
同
一
語
・
句
の
反
復
が
侯
湛
以
外
の
作
家
の
作
品
に
も
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
が
「
三
言
」
作
品
と
考
え
る
篇
の
大
に
反
復
が
め
ら
れ
る
（
19）。
な
か
で
も
目
に
値
す
る
の
は
、
江
淹
の
「
雜
三
言
」
で
あ
ろ
う
。
に
該
當
部
分
を
げ
る
。
曰
上
妙
兮

、
之 、

、
、

、
之 、

、
兮
俗
爲
名 、
。
名 、
可
宗
兮

、
風 、
立 、
、
立 、

、
風 、
兮
茲
生
。
（「
搆
象
臺
」）
茲
兮
可 、
傳 、
、
可 、
傳 、
兮
皎
然
。
挾
茲
心
兮
赴
國
、
懷
此
書
兮
坐
空 、
山 、
。
空 、
山 、
隱
兮
窮
 
!、
水
散
漫
兮
涵
素
壑
。
…
四
壁
深
兮
乃
"
#、
左
右
$兮
如
寂 、
寞 、
。
寂 、
寞 、
兮
山
室
、
%經
兮

&。
（「
訪
經
」）
惜
古
人
之
取
才
、
瞰
'雲
而
(意 、
。
意 、
恬
悵
兮
有
端
、
才
)峻
兮
可
*。
（「
鏡
論
語
」）
北
山
兮
+
、
柏
、
南
江
兮
,
、
石
。
,
、
峯
兮
-虹
、
+
、
樹
兮
如
畫
。
.雲
兮
十
里
、
/霞
兮
千 、
尺 、
。
千 、
尺 、
兮
綿
綿
、
'氣
兮
0旋
。
…
山
巒
)兮
水 、
1
、
合 、
、
水 、
1
、
合 、
兮
石
重
沓
。
…
客
子
思
兮
心 、
斷 、

、
、
心 、
斷 、

、
兮
愁
無
閑
。
（「
2曲
池
」）
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
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臨
星
朏
兮
樹
闇
、
看
日
爍
兮
霞 、
淺 、
。
淺 、
霞 、
兮
駮
雲
、
一
合
兮
一
分
。
…
深
森
寂
以
窈
窈
、
上

、
之
群 、
。
群 、

、
兮
聒
山
、
大
林
兮
蔽
天
。
…
（「
愛
山
」）
こ
の
よ
う
に
「
雜
三
言
」
で
は
、
蝉
聯
體
を
中
心
と
し
た
同
語
反
復
が
數
多
く
見
出
せ
る
（
「
鏡
論
語
」
だ
け
が
一
箇
と
少
な
い
が
、
こ
の
作
品
に
は
部
分
な
缺
が
あ
る
）。
が
、
こ
の
場
合
重
な
の
は
、
數
量
で
は
な
く
、
五
首
す
べ
て
に
	察
で
き
る
と
い
う
點
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
・
反
復
・
こ
そ
が
「
兮
」
字
の
使
用
と
と
も
に
「
三
言
」
樣
式
に
と
っ
て
の
不
可
缺
な
素
だ
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
、
こ
の
點
が
賦
と
は

な
る
「
三
言
」
獨
自
の
表
現
感
覺
・
表
現
效
果
を
生
ん
で
い
る
と
見
て

い
は
な
か
ろ
う
。
で
は
、
文

作
品
に
と
っ
て
反
復
の
多
用
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
な
ぜ
「
三
言
」
に
反
復
が
多
い
の
か
。
知
の
よ
う
に
、
蝉
聯
體
は
古
く
『
詩
經
』
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
下
武
維
、
世
有
哲
王
三
后
在
天
、
王 、
配 、
于 、
京 、
。
（
下
に
武 つ
ぐ
は
維
れ
、
世
ゝ
哲
王
有
り
。
三
后
天
に
在
り
、
王
京
に
配
す
）
王 、
配 、
于 、
京 、
、
世
作
求
。
永
言
配
命
、

、
王 、
之 、
孚 、
。
（
王
京
に
配
す
、
世
ゝ
も
て
求
と
作
る
。
永
く
言 こ
こ
に
命
を
配
し
、
王
の
孚 まこ
とを
す
）

、
王 、
之 、
孚 、
、
下
土
之
式
。
永
言
孝 、
思 、
、
孝 、
思 、
維
則
。
（
王
の
孚
を
し
、
下
土
の
式 の
り
と
な
る
。
永
く
言 こ
こ
に
孝 ま
つ
り
、
孝 ま
つ
り
思 こ
こ
に
維 こ
れ
則
る
）
（
大
「
下
武
」）
ま
た
續
唱
形
式
も
『
詩
經
』
に
見
え
る
。
一
例
と
し
て
南
「
桃
夭
」
を
げ
よ
う
。
桃 、
之 、
夭 、
夭 、
、
灼
灼
其
。
之
子
于
歸
、
宜
其
室
家
。
（
桃
の
夭
夭
た
る
、
灼
灼
た
り
其
の
。
之
の
子
于
に
歸
ぐ
、
其
の
室
家
に
宜
し
か
ら
ん
）
桃 、
之 、
夭 、
夭 、
、
有
其
實
。
之
子
于
歸
、
宜
其
家
室
。
「
三
言
」
と
い
う
名
の
樣
式
（
井
上
）
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（
桃
の
夭
夭
た
る
、

ふ
ん
た
り
其
の
實
。
之
の
子
于
に
歸
ぐ
、
其
の
家
室
に
宜
し
か
ら
ん
）
桃 、
之 、
夭 、
夭 、
、
其
蓁
蓁
。
之
子
于
歸
、
宜
其
家
人
（
桃
の
夭
夭
た
る
、
其
の
蓁 し
ん
蓁 し
ん
た
り
。
之
の
子
于
に
歸
ぐ
、
其
の
家
人
に
宜
し
か
ら
ん
）
こ
れ
ら
は
む
ろ
ん
、
ほ
ん
の
一
例
で
あ
っ
て
、
『
詩
經
』
に
は
蝉
聯
體
、
續
唱
形
式
と
も
に
數
多
く
の
作
例
が
見
え
る
、
と
い
う
よ
り
、
『
詩
經
』
と
い
う
テ
ク
ス
ト
は
、
お
お
む
ね
語
・
句
の
反
復
繰
り
し
に
よ
っ
て
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「『
三
言
』
と
は
、
『
詩
經
』
の
手
法
を
賦
に
入
し
た
典
な
樣
式
」
と
見
る
の
も
あ
る
い
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
事
實
は
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
『
詩
經
』
收
の
作
品
が
、
基
本
	に

樂
の
リ
ズ
ム
に
の
せ
て
歌
わ
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
歌
詞
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
日
の

と
言
っ
て
よ
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
『
詩
經
』
に
語
・
句
の
反
復
が
多
い
こ
と
は
く
に
あ
た
ら
な
い
。
歌
詞
と
い
う
も
の
は
本
質
	に
、
リ
ズ
ム
が
意
味
に
優
先
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
民
・
童
の
は
、
作
り
手
の
想
段
階
に
お
い
て
、
リ
ズ
ム
が
先
行
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
リ
ズ
ム
を
埋
め
る
語
句
は
副

	・
末

	な
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
反
復
繰
り
し
と
い
う
、
一
種
の
文
學
	怠
慢
は
必
ず
し
も
忌
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
と
き
に
は
無
意
味
な
き
ま
り
文
句
が
テ
ク
ス
ト
を
支
配
す
る
よ
う
に
さ
え
な
る
。
こ
の
點
は
、
現
代
の
流
行
歌
を
考
え
て
み
れ
ば
自
ず
と
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
續
唱
形
式
の
よ
う
な
反
復
は
、

樂
自
體
の
性
質
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
か
も
し
れ
な
い
。
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
反
復
は
樂
曲
の

原
理
の
重
な
素
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
旋
律
、
リ
ズ
ム
が

上
繰
り
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
反
復
部
分
に
同
じ
語
句
を
用
い
て
、
そ
れ
を
た
と
え
ば
聲
部
や

高
を
や
や
變
え
て
歌
え
ば
、
妙
な
差
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
に
、
歌
詞
が

な
れ
ば
、
そ
の
分
差
が
生
ま
れ
に
く
く
な
り
、

樂
	效
果
は
減

さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
反
復
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
差
が
生
ま
れ
や
す
い
わ
け
で
あ
る
。
今
日
、
文
作
品
と
し
て
の
『
詩
經
』
は
、
思
想
	に
も
、
修
辭
	に
も
我
わ
れ
を
滿
足
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
が
、

樂
	
に
見
た
場
合
、
あ
る
い
は
高
く
價
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
歌
わ
れ
る
こ
と
が
必
然
	に
語
・
句
の
反
復
を
促
す
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
現
象
は
當
然
、
『
詩
經
』
だ
け
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
實
際
、
代
以
後
の
「
歌
」
と
題
す
る
作
品
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
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に
も
、
同
樣
の
反
復
傾
向
が
は
っ
き
り
と
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
子
決
兮
將
奈
何
、

洋
洋
兮
慮
殫 、
爲 、
河 、
、
殫 、
爲 、
河 、
兮
地
不
得
、
功
無
已
時
兮
吾 、
山 、

、
、
吾 、
山 、

、
兮
鉅
野
溢
、
…
（
武
「
子
歌
」）
陟
彼
北
芒
兮
噫 、
、
	覽
京
兮
噫 、
、
宮
室
崔
嵬
兮
噫 、
、
民
之
劬
勞
兮
噫 、
、



未
央
兮
噫 、
。
（
後
、
梁
鴻
「
五
噫
歌
」）
悠
悠
兮
征
、

兮
曁
南 、
荊 、
。
南 、
荊 、
兮
臨 、
長 、
江 、
、
臨 、
長 、
江 、
兮
討
不
庭
。
…
江
之
南
兮
遨
目
桂 、
林 、
、
桂 、
林 、
蓊
鬱
兮
鷄
揚
。
…
（
侯
湛
「
江
上
泛
歌
」）
な
ど
が
げ
ら
れ
よ
う
。
も
っ
と
も
こ
れ
ら
は
實
際
に
歌
わ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。
た
だ
「
歌
」
と
題
し
た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
語
・
句
の
反
復
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
點
が
歌
の
重
な
素
で
あ
っ
た
こ
と
を
に
つ
よ
く
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、「
三
言
」
と
い
う
樣
式
の
り
立
ち
、
お
よ
び
存
在
價
値
が
あ
る
度
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

す
る
に
「
三
言
」
と
は
、
賦
に
歌

・
樂
曲
な
素
・
發
想
を

入
し
た
も
の
、
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
誦
さ
れ
る
言
語
の
ジ
ャ
ン
ル
に
屬
す
る
賦
（
20）は
、
言
語
を
言
語
と
し
て

す
る
點
に
特
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
自
然
な
り
行
き
と
し
て
律
側
面
（
き
や
リ
ズ
ム
）
が
重
さ
れ
、
し
だ
い
に
修
辭
も
剩
と
な
り
、
ま
た
鋪
陳
性
も
相
俟
っ
て
、
結
果
、
總
體
に
こ
と
ば
の
密
度
が
高
く
な
っ
て
ゆ
く
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
だ
け
に
賦
は
作
り
に
く
く
、
そ
し
て
代
、
六
 を
!じ
て
、
第
一
"の
文
#樣
式
と
し
て
$價
さ
れ
た
わ
け
で
も
あ
る
。
だ
が
、
こ
と
ば
の
密
度
が
濃
い
と
い
う
こ
と
は
、
壯
重
・
重
厚
な
表
現
感
覺
を
生
み
出
す
と
同
時
に
、
%解
で
重
&し
い
印
象
を
享
受
'に
與
え
や
す
い
。
こ
う
し
た
特
を
も
つ
賦
に
、
す
ぐ
れ
て
樂
リ
ズ
ム
に
寄
り
か
か
る
歌
の
言
語
を
入
・
融
合
す
れ
ば
、
作
品
の
な
か
に
あ
る
種
の
・
輕
み
・
や
・の
び
や
か
さ
・
が
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
三
言
」
が
實
際
に
歌
わ
れ
た
、
と
(べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（
そ
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
）。
た
だ
賦
と
歌
と
い
う
、
質
の
)な
る
二
つ
の
言
語
を
一
つ
の
文
#作
品
の
な
か
で
兩
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
發
想
・
原
理
は
、
中
國
の
樣
式
史
に
お
い
て
き
わ
め
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
點
が
そ
れ
ま
で
の
賦
に
な
か
っ
た
獨
特
な
表
現
效
果
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
、
實
感
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
三
言
」
と
い
う
名
の
樣
式
（
井
上
）
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思
え
ば
、
の
呂
濟
も
ま
た
ほ
ぼ
同
じ
點
を
指
摘
し
て
い
た
。
「
三
言
は
、
の
武
『
秋
風
辭
』
を
謂
う
」
と
い
う
、
そ
の
「
秋
風
辭
」
は
、
「
辭
」
と
題
す
る
も
の
の
、
家
に
よ
っ
て
つ
と
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
實
體
に
は
「
歌
」
（
楚
歌
）
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
（
21）。
從
來
、
こ
の
五
臣
の
	

は
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
無
さ
れ
て
き
た
が
、
「
三
言
」
と
歌
と
の
結
び
つ
き
を
い
ち
早
く
示
唆
す
る
料
と
し
て
改
め
て
價
さ
れ
よ
う
。
（
結
語
）
以
上
、「
文
序
」
に
見
え
る
「
三
言
」
と
い
う
文
體
を
め
ぐ
っ
て
、
關
の
問
題
を
い
く
つ
か
檢
討
し
て
き
た
。
そ
の
旨
を
ま
と
め
る
と
ほ
ぼ
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
①
篇
題
、
び
「
詩
で
も
賦
で
も
な
い
」
と
い
う
文
體
特
か
ら
見
て
、
「
文
序
」
に
い
う
「
三
言
」
は
、
江
淹
「
雜
三
言
」
五
首
を
指
す
と
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
「
三
言
」
の
語
源
は
、
三
字
の
篇
題
に
由
來
す
る
可
能
性
が
高
い
。
②
同
じ
く
三
字
の
篇
題
を
も
つ
、
侯
湛
「
秋
可
哀
」
と
「
雜
三
言
」
は
、
形
態
に
き
わ
め
て
共
し
た
點
を
も
っ
て
お
り
、
と
も
に
賦
の
變
種
と
見
な
さ
れ
る
。
③
「
三
言
」
の
存
在
價
値
・
表
現
機
能
は
、
賦
に
歌

・
樂
曲

素
を
入
し
た
こ
と
に
よ
る
輕
み
、
の
び
や
か
さ
の
點
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
點
は
ま
た
、
「
文
序
」
に
對
す
る
五
臣

の
解
釋
と
も
符
號
す
る
。
本
稿
で
は
、
行
論
の
合
上
、
侯
湛
「
秋
可
哀
」
と
江
淹
「
雜
三
言
」
の
二
作
品
し
か
檢
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
こ
の
他
に
も
、
侯
湛
「
春
可
樂
」
、
「
秋
夕
哀
」
、
王
「
春
可
樂
」
、
蘇

「
秋
夜
長
」、
何
瑾
「
悲
秋
夜
」、
謝
「
秋
夜
長
」、
謝
晦
「
悲
人
」
等
の
「
三
言
」
作
品
が
現
存
す
る
こ
と
は
す
で
に
ふ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
純
粹
に
三
字
の
篇
題
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
侯
湛
「



、
」、「
長
夜

、
」、「
山
路
吟 、
」、「
離
親
詠 、
」、「
征
邁
辭 、
」、
湛
方
生
「
秋
夜
詞 、
」
、
「
園
詠 、
」
、
「
懷
歸

、
」
、
謝
壯
「
懷
園
引 、
」
、
朱

「
田
飮
引 、
」
等
の
「
・
吟
・
詠
・
辭
・
詞
・
引
」
と
銘
打
つ
作
品
も
、
こ
の
樣
式
の
關
作
品
と
し
て
留
意
さ
れ
る
。
じ
つ
は
こ
れ
ら
の
作
品
は
、「
詩
と
賦
の
合
一
現
象
の
實
例
」、
ま
た
は
「
賦
の
詩
 現
象
の
一
例
（
22）」
と
し
て
、
早
く
か
ら
賦
の
!究
"の
#
で
目
さ
れ
て
い
た
作
品
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
本
稿
は
、
す
で
に
論
さ
れ
た
作
品
群
に
、
た
だ
「
三
言
」
と
い
う
名
$を
與
え
た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
作
品
群
は
一
つ
の
樣
式
と
し
て
%定
さ
れ
て
こ
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
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な
か
っ
た
た
め
に
、
と
き
に
詩
と
見
な
さ
れ
、
と
き
に
賦
と
見
な
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
詩
と
賦
の
本
來
の
す
が
た
が
明
確
に
見
え
て
こ
な
い
の
も
事
實
で
あ
る
。
詩
と
賦
の
中

・
境
界
作
品
と
位
置
づ
け
た
と
し
て
も
、「
詩
」
と
は
何
か
、「
賦
」
と
は
何
か
、
と
い
う
肝
心
の
問
題
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
點
に
お
い
て
變
わ
り
は
な
い
。
六
時
代
に
は
、
詩
と
賦
と
い
う
二
つ
の
樣
式
だ
け
で
は
い
き
れ
な
い
ほ
ど
の
豐
か
な
文
學
活
動
が
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
活
動
の
實
態
を
う
か
が
う
た
め
に
は
、
ま
ず
樣
式
自
體
に
對
す
る
把
握
が
必
で
あ
り
、
そ
の
動
向
と
の
關
に
お
い
て
お
そ
ら
く
、
詩
と
賦
の
特
性
が
き
	り
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
が
「
三
言
」
と
い
う
マ
イ
ナ
ー
な
樣
式
を
あ
え
て
問
題
に
し
た

以
で
あ
る
。
（
）
（
１
）
こ
れ
に
「
騷
」
を
加
え
て
三
十
八
と
見
る
向
き
も
あ
る
が
、
「
文
序
」
の
原
文
に
は
「
騷
人
之
文
」
と
い
う
だ
け
で
、
明
確
に
「
騷
」
を
一
と
し
て
定
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
か
り
に
文
體
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
賦
」
に
接
し
て
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
作
の
意
識
に
お
い
て
は
「
詩
」
に
お
け
る
「
四
言
」
「
五
言
」
同
樣
「
賦
」
の
下
位
分
で
あ
っ
た
見
る
の
が
事
實
に
い
で
あ
ろ
う
。
（
２
）
今
日
家
の
で
見
解
が
分
か
れ
る
も
の
に
、「
指
事
」、「
三
言
」、
「
八
字
」、「
篇
」
が
あ
る
。
（
３
）
從
來
の

で
は
、
李
善
は
「
文
序
」
に
對
し
て

だ
け
を
加
え
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

は
年
、
松
浦
氏
に
よ
っ
て
反
論
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
は
、
加
の
體
例
と

の
性
格
の
二
點
に
目
し
、
『
李
善
文
』
の
「
文
序
」
に
見
え
る

は
、
じ
つ
は
五
臣
の

で
あ
る
こ
と
を
論
證
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
、
松
浦
友
久
「
李
善
本
『
文
序
』
の

に
つ
い
て
『
加

』
の
檢
討
と
『
別
、
入
聲
』
の
解
釋
」
（
中
國
詩
文
究
會
『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
十
六
集
、
一
九
九
七
年
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。
（
４
）
『
文
』
本
の
う
ち
、
今
日
も
っ
と
も
行
し
て
い
る
、
胡
刻
本
、
四
部
叢
刊
本
の
目
で
は
と
も
に
、
賦
以
下
、
三
十
七
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
來
は
さ
ら
に
「
移
」
と
「
」
の
二
が
あ
り
、
三
十
九
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
卷
二
十
三
「
詩
・
詠
懷
」
に
收
め
ら
れ
る
、
歐
陽
建
「
臨
詩
」
は
陳
八
刊
本
『
五
臣
文
』
で
は
、
「
詠
懷
」
で
は
な
く
、
「
臨
」
に
收
載
さ
れ
て
お
り
、
「
詩
」
の
小
と
し
て
の
「
臨
」
が

し
て
い
る
こ
と
も
す
で
に
家
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
參
照
：
傅
剛
『
昭
明
文

究
』
（
中
國
會
科
學
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
下
 、
第
二
章
、
第
三
!「
『
文
』
分
」。
（
５
）
「
文
序
」
の
正
文
「
篇
・
辭
・
引
・
序
」
の
「
辭
」
體
に
對
し
て
は
、
呂
"濟
が
「
辭
、
#思
也
。
寄
辭
以
$思
」
と
い
う
を
加
え
て
い
る
。
「
三
言
」
と
い
う
名
の
樣
式
（
井
上
）
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（
６
）
「
離
合
詩
」
と
は
、
字
形
を
解
體
し
、
そ
の
一
部
を
取
り
出
し
て
（
離
）
も
う
一
字
の
一
部
に
合
（
合
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
別
の
字
を
意
味
す
る
、
一
種
の
言
語
戲
。
た
と
え
ば
、
の
孔
融
「
離
合
作
郡
姓
名
字
詩
」
に
、
「
漁
夫
屈
、
水
潛
方
。
與
時
止
、
出
寺
弛
張
…
」
と
あ
り
、「
漁
」
か
ら
「
水
」
を
離
し
た
「
魚
」
と
、「
時
」
か
ら
「
寺
」
を
離
し
た
「
日
」
を
合
す
る
と
、
「
魯
」
字
と
な
る
。
そ
こ
で
こ
の
詩
の
隱
さ
れ
た
意
味
は
「
魯
國
孔
融
文
」
に
な
る
、
と
い
う
。
（
７
）
駱
鴻
凱
の
	

と
ほ
ぼ
同
じ
容
の
文
が
、
『
學
堂
集
初
集
』
卷
七
、
張
杓
「
梁
昭
明
太
子
文
序
」
中
に
、
の
曾
の

と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。
年
代
に
見
て
、
駱
鴻
凱
が
曾
の

を
襲
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
８
）
高
瀛
『
文
李
義
疏
』
（
中
書
局
、
一
九
八
五
年
）
に
「
其

三
言
、
以
『
孝
經


』
之
「
寶
文
出
」、「
劉
季
握
」
云
云
當
之
、
尤
爲
支
離
。
昭
明
必
不
以
書
中
三
言
當
三
字
之
文
也
」
と
あ
る
。
（
９
）
『
四
庫
書
總
目
』
卷
三
三
「
古
書
三
十
六
卷
」
に
、
「
炎
武
『
日
知
』
又
稱
、（『
含
文
嘉
』）
見
『
孝
經


』。
然
『
含
文
嘉
』
乃
宋
・
張
師
禹
	撰
、
非
其
舊
文
。
『


』
則
自
宋
以
來
、
不

於
。
殆
炎
武
一
時
筆
、
實
無
此
書
」
と
あ
る
。
（
10）
本
作
品
の
篇
題
に
つ
い
て
は
、
四
部
叢
刊
影
印
明
宋
刊
本
『
梁
江
文
文
集
』
お
よ
び
明
 
!二
十
六
年
、
胡
之
驥
校
『
江
文
集
彙
』（
中
書
局
、
一
九
八
四
年
）
で
は
「
雜
三
言
五
首
」
に
作
る
が
、
明
、
張
溥
輯
『
江
醴
陵
集
』
（
『
魏
六
"百
三
名
家
集
』
	收
）
、
四
庫
書
『
江
文
集
』
、
、
乾
#二
十
三
年
、
梁
$刊
刻
『
江
文

集
』（
四
部
備
%
	收
）
で
は
、「
雜
詞
」
に
作
る
。
江
淹
の
文
集
は
、
梁
代
に
二
十
卷
あ
っ
た
（
&集
十
卷
、
後
集
十
卷
）
が
、
宋
代
に
は
う
ち
十
卷
が
'佚
し
て
お
り
、『
宋
史
』「
(文
志
」、『
郡
齋
讀
書
志
』
等
で
は
「
江
淹
集
、
十
卷
」
と

さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
十
卷
本
に
つ
い
て
は
、
收
作
品
の
記
)
容
か
ら
、
江
淹
の
初
期
（
中
年
以
&）
の
作
品
を
集
め
た
も
の
、
す
な
わ
ち
『
江
淹
&集
』
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ


と
な
っ
て
い
る
。
右
に
げ
た
*本
の
う
ち
、
十
卷
本
の
體
裁
を
と
る
の
は
、
四
部
叢
刊
本
と
胡
之
驥
本
で
あ
り
、
四
庫
書
本
と
梁
$刻
本
は
四
卷
本
、
張
溥
本
は
二
卷
本
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
十
卷
本
が
原
本
の
舊
貌
を
ほ
ぼ
傳
え
る
（
多
少
の
+補
が
あ
る
）
と
考
え
ら
れ
る
の
に
對
し
て
、
四
卷
本
、
二
卷
本
は
、
明
代
に
再
,さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
-
.で
篇
題
に
も
少
な
か
ら
ず
改
竄
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
れ
に
、
そ
も
そ
も
「
雜
三
言
」
と
い
う
題
を
「
雜
詞
」（
詞
＝
辭
）
に
改
め
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、「
雜
詞
」
を
「
雜
三
言
」
に
改
め
た
と
考
え
る
の
は
不
自
然
さ
を
免
れ
な
い
。
な
お
四
部
叢
刊
本
『
梁
江
文
文
集
』
の
底
本
に
つ
い
て
、
金
開
/・
葛
兆
光
『
0代
詩
文
%
1詳
解
』
（
北
京
出
版
2、
一
九
八
八
年
）
で
は
、
南
宋
中
期
の
刻
本
と
す
る
。
こ
の
本
の
卷
末
に
は
、
元
鈔
本
（
至
正
四
年
）
の
3文
も
付
さ
れ
て
い
る
が
、
「
雜
三
言
」
と
い
う
篇
題
に
關
す
る
3同
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
胡
之
驥
校
『
江
文
集
彙
』
は
、
明
、
 
!
4鼎
祚
玄
白
室
刊
『
江
光
祿
集
』
十
卷
を
底
本
と
し
て
、
さ
ら
に
明
、
汪
士
賢
輯
『
江
文
集
』
十
卷
に
よ
っ
て
校
勘
し
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
20
た
も
の
で
あ
る
。
（
11）
『
世
界
大
百
科
事
典
』
12（
凡
、
一
九
五
六
年
）「
雜
詩
」
の
項
を
參
照
。
ま
た
長
谷
川

「
『
雜
詩
』
と
い
う
意
味
」
（
廣
島
大
學
『
中
國
中
世
文
學
究
』
２
號
、
一
九
六
二
年
）
で
も
、
斯
波
を
支
持
す
る
。
（
12）
三
字
の
篇
題
を
も
ち
、
文
體
名
を
示
さ
な
い
作
品
と
し
て
、
こ
の
他
に
陶
淵
明
「
歸
去
來
」
が
あ
る
。
た
だ
こ
の
作
品
は
、
『
文
』
お
よ
び
、『
晉
書
』『
宋
書
』『
南
史
』『
建
康
實
	』
等
の

史
書
で
は
「
歸
去
來
」
に
作
る
も
の
の
、
『
陶
淵
明
集
』
の
各
種
宋
本
で
は
「
歸
去
來
兮
辭
」
に
作
っ
て
い
る
た
め
、
い
ま
は
ひ
と
ま
ず
保
留
と
し
て
お
く
。
從
來
、
こ
の
作
品
に
關
し
て
は
佛
の
念
佛
贊
歌
と
の
影
關
係
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
屬
文
體
を
考
證
す
る
に
は
、
別
に
一
稿
を

す
る
で
あ
ろ
う
。
（
13）
侯
湛
と
い
う
作
家
は
、
六
時
代
に
あ
っ
て
潘
岳
と
竝
び
稱
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
、
『
晉
書
』
本
傳
に
も
「
新
し
い
表
現
を

す
る
の
が
う
ま
か
っ
た
（
善
新
詞
）
」
と
價
さ
れ
る
。
し
か
し
惜
し
い
こ
と
に
、
後
世
の
文
學
史
に
お
い
て
は
あ
ま
り
み
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
年
、
佐
竹
保
子
氏
に
よ
っ
て
一
の
專
論
が
發
表
さ
れ
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
か
れ
の
文
學
に
つ
い
て
は
、
佐
竹
保
子
「
侯
湛
の
修
辭
西
晉
の
貴
公
子
が
試
み
た
『
新
』
な
る
景
寫
」
（
鳴
門
育
大
學
『
語
文
と
育
』
９
號
、
一
九
九
五
年
）、
同
「
死
た
ち
へ
の
哀
歌
と
頌
歌
侯
湛
の
『
敍
』
と
『
傳
』
」
（
『
語
文
と
育
』
10號
、
一
九
九
六
年
）
、
同
「
西
晉
の
出
處
論
皇
甫
謐
に
續
く
侯
湛
と
束
の
『
設
論
』
」
（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
十
七
集
、
一
九
九
五
年
）
が
參
考
に
な
る
。
（
14）
淺
野
有
「
東
晉
李
『
悲
四
時
賦
』
考
」（
下
）（
國
學
院
大
學

文
學
會
『
文
學
會
會
報
』
第
二
十
七
輯
、
一
九
八
一
年
）。
（
15）
松
浦
友
久
『
中
國
詩
歌
原
論
』
（
大
修
書
店
、
一
九
八
六
年
）
第
二
部
「
中
國
古
典
詩
の
リ
ズ
ム
」
三
言
詩
の
項
。
（
16）
た
だ
白
居
易
『
白
氏
六
帖
』
と
嚴
『
滄
浪
詩
話
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、
「
九
言
詩
」
を
高
貴
 公
の
創
始
と
し
て
い
る
點
か
ら
見
て
、
た
ん
に
『
文
章
!
"』
の

を
そ
の
ま
ま
襲
っ
た
だ
け
で
、
か
れ
ら
自
身
の
#斷
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
、
と
見
る
ほ
う
が
眞
相
に
い
か
も
し
れ
な
い
。
（
17）
こ
の
點
に
關
し
て
、
空
$『
文
鏡
祕
府
論
』
東
卷
「
筆
札
七
種
言
句
例
」
に
も
、
以
下
の
よ
う
な
興
味
深
い
記
%が
あ
る
。
「
三
曰
、
三
言
句
例
。
三
言
句
、
斟
&酒
、
拍
'琴
、
(
)信
、
訪
來
*、
是
也
。
又
云
、
春 、
可 、
樂 、
、
秋 、
可 、
哀 、
。
」
こ
れ
は
各
言
の
對
句
の
實
例
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
十
一
種
の
句
例
中
、
こ
こ
だ
け
が
變
則
+に
「
又
云
」
と
,記
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
『
文
鏡
祕
府
論
』
の
縮
-本
で
あ
る
『
文
筆
眼
心
抄
』
に
は
こ
の
部
分
だ
け
が
.除
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
及
び
対
句
の
内
容
か
ら
#斷
し
て
、
「
春
可
樂
、
秋
可
哀
」
は
對
句
の
實
例
で
は
な
く
、
篇
題
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
「
三
言
（
句
）
」
と
關
係
の
深
い
作
品
と
し
て
、
侯
湛
「
春
可
樂
」
「
秋
可
哀
」
の
二
作
に
言
/し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
三
言
」
と
い
う
名
の
樣
式
（
井
上
）
21
（
18）
樂
用
語
「
續
唱
」
と
し
て
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
（
seq
u
en
ce）
は
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
會
の
典
禮
で
歌
わ
れ
る
。
淺
香
淳
『
新
訂
標
準
樂
辭
典
』
（
樂
之
友
、
一
九
九
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
ラ
テ
ン
語
の
セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア
（
seq
u
en
tia
）
に
由
來
し
、
本
來
の
續
を
意
味
し
た
が
、
10世
紀
以
、
ま
と
ま
っ
た
旋
律
に
自
由
な
創
作
詩
が
あ
て
は
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
獨
立
し
た
樂
曲
と
な
っ
た
。
形
式
に
は
、
同
一
の
旋
律
が
	な
っ
た
歌
詞
に
よ
っ
て
二
回
ず
つ
歌
わ
れ
る
Ａ
、
Ｂ
Ｂ
、
Ｃ
Ｃ
、
Ｄ
Ｄ
、
…
Ｙ
Ｙ
、
Ｚ
の
形
を
と
る
。
（
19）
た
と
え
ば
、
王

「
春
可
樂
」
に
「
春
可
樂 、
兮
、
樂 、
孟
之
初
陽
」
と
あ
り
、
何
瑾
「
悲
秋
夜
」
に
「
欣 、
莫
欣 、
兮
春
日
、
悲 、
莫
悲 、
兮
秋 、
夜 、
。
伊
秋 、
夜 、
之
可
悲
、
…
」
と
あ
り
、
謝
「
秋
夜
長
」
に
「
秋
夜
長 、
兮
、
雖
欣
長 、
而
悼
」
と
あ
り
、
謝
晦
「
悲
人
」
に
「
悲 、
人 、

、
兮
、
悲 、
人 、

、
之
實
。
哀
人 、

、
之
多
險
、
傷
人 、

、
之
寡
安
」
と
あ
る
。
（
20）
さ
き
に
拙
論
「
亂
の
機
能
に
つ
い
て
六
の
辭
賦
を
中
心
に
」
（
中
國
詩
文
究
會
『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
十
九
集
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
お
い
て
べ
た
よ
う
に
、
賦
は
代
當
時
、
基
本
に
「
誦
讀
」
さ
れ
て
い
た
が
、
遲
く
と
も
西
晉
中
期
ま
で
に
は
享
受
形
態
の
中
心
が
耳
か
ら
目
へ
と
移
行
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
「
誦
さ
れ
る
言
語
の
ジ
ャ
ン
ル
に
屬
す
る
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
原
初
な
性
格
に
し
て
べ
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
六
時
代
に
お
い
て
も
、
第
二
義
に
は
賦
は
「
誦
」
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、『
宋
書
』、『
南
史
』
な
ど
の
史
書
に
そ
の
こ
と
を
示
す
記
事
が
見
え
る
。
な
お
釜
谷
武
志
「
賦
に
解
な
字
が
多
い
の
は
な
ぜ
か

に
お
け
る
賦
の
讀
ま
れ
か
た
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
十
八
集
、
一
九
九
六
年
）
で
は
、
賦
を
目
で
讀
む
素
が
ま
る
の
は
、

末
、
揚
雄
の
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と
指
摘
す
る
。
（
21）
康
維
「
武

賦
」
（
臺
灣
政
治
大
學
『
第
三
屆
國
際
辭
賦
學
學

討
會
論
文
集
』、
一
九
九
六
年
）
で
は
、「
秋
風
辭
」
は
代
の
楚
歌
の
特
殊
形
式
で
あ
り
、
「
哀


興
詩
」
で
あ
る
と
す
る
。
た
し
か
に
①
○
○
○
兮
○
○
○
、
の
句
式
が

の
「
歌
」
に
共
す
る
こ
と
、
②
篇
題
を
「
武
汾
歌
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
（
『
太
御
覽
』
卷
七
六
八
）
が
あ
る
こ
と
、
③
梁
の
『
俗
 』
（
傳
、
沈
!撰
）
に
「
謝
仁
"
理
弦
撫
筝
、
因
而
歌
秋
風
」
と
あ
り
、
東
晉
時
代
、
こ
の
作
品
は
樂
曲
に
載
せ
て
歌
わ
れ
て
い
た
こ
と
等
の
點
か
ら
總
合

に
#斷
す
れ
ば
、
六
時
代
に
お
い
て
こ
れ
は
「
歌
」
と
し
て
$識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
詳
し
く
は
、
拙
論
「
文
學
樣
式
と
し
て
の
『
辭
』
の
實
態
代
か
ら
『
文
%』
ま
で
」（
中
央
學
院
大
學
『
人
&・
自
然
論
叢
』
第
９
號
、
一
九
九
九
年
）
を
參
照
。
な
お
「
秋
風
辭
」
は
武
の
作
で
は
な
く
、
後
人
の
僞
作
で
あ
る
と
す
る
 が
有
力
で
あ
る
。
（
22）
'章
燦
『
魏
晉
南
北
賦
史
』（
江
蘇
古
(出
版
、
一
九
九
二
年
）、
郭
維
森
・
許
結
『
中
國
辭
賦
發
展
史
』
（
江
蘇
育
出
版
、
一
九
九
六
年
）、
王
琳
『
六
辭
賦
史
』（
)龍
江
育
出
版
、
一
九
九
八
年
）、
*水
雲
『
六
駢
賦
究
』（
文
津
出
版
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
22
